
　
消
費
税
10
％
へ

の
増
税
が
先
送
り

さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
危
機
感
が
薄
れ

が
ち
で
は
あ
る

が
、
2
0
1
7
年

月
に
10
％
と
な
る
の
は
ほ
ぼ

間
違
い
な
い
。
消
費
税
増
税
議

論
を
受
け
、
昨
秋
か
ら
府
内
各

地
区
医
師
会
と
行
っ
て
い
る
2

0
1
4
年
度
の
懇
談
会
で
は
、

消
費
税
損
税
に
つ
い
て
ア
ン

ケ
ー
ト
を
お
願
い
し
て
い
る
。

そ
の
内
容
を
述
べ
た
い
。

　
ま
ず
、
控
除
対
象
外
消
費
税

と
損
税
に
つ
い
て
。
一
般
の
商

品
販
売
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
に

よ
っ
て
得
ら
れ
る
価
格
に
は
、

現
在
は
8
％
の
消
費
税
が
課
せ

ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
全

て
を
納
付
す
る
わ
け
で
は
な

く
、
原
料
仕
入
れ
な
ど
の
経
費

の
支
払
い
の
際
に
支
払
っ
た
消

費
税
は
控
除
さ
れ
る
。
し
た

が
っ
て
損
税
は
生
じ
な
い
こ
と

に
な
る
。
し
か
し
、
社
会
保
険

診
療
報
酬
は
非
課
税
と
さ
れ
て

い
る
。
課
税
さ
れ
て
い
な
い
の

に
控
除
さ
れ
る
こ
と
は
、
当
然

あ
り
得
な
い
。
よ
っ
て
我
々
の

支
払
っ
て
い
る
消
費
税
は
全
て

控
除
対
象
外
消
費
税
と
い
う
こ

と
に
な
る
。

　
控
除
対
象
外
消
費
税
は
診
療

報
酬
に
1
・
53
％
（
消
費
税
5

％
当
時
）
が
加
算
さ
れ
て
い
る

た
め
、
解
決
済
み
と
い
う
の
が

こ
れ
ま
で
の
国
の
見
解
で
あ
っ

た
。
し
か
し
こ
の
1
・
53
％
を

信
じ
て
も
、
控
除
対
象
外
消
費

税
に
は
足
り
ず
、
協
会
の
調
査

で
は
無
床
診
療
所
で
も
数
10
万

円
の
差
額
が
生
じ
て
い
る
。
こ

れ
が
損
税
で
あ
る
。

　
こ
の
損
税
を
解
消
す
る
た
め

に
ど
う
す
る
か
。ひ
と
つ
の
解
決

策
は
社
会
保
険
診
療
報
酬
を
課

税
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
課
税

さ
れ
れ
ば
仕
入
れ
税
額
控
除
が

で
き
る
の
で
、
控
除
対
象
外
消

費
税
も
損
税
も
生
じ
な
い
。し
か

し
こ
の
場
合
、
消
費
税
を
患
者

か
ら
徴
収
す
る
こ
と
に
な
り
、

た
だ
で
さ
え
多
い
患
者
負
担
を

増
や
す
こ
と
に
な
る
。そ
の
た
め
、

我
々
は
こ
れ
ま
で
究
極
の
軽
減

税
率
で
あ
る
ゼ
ロ
％
課
税
を
主

張
し
て
き
た
。
こ
れ
は
患
者
負

担
を
増
や
さ
ず
医
療
機
関
の
損

税
を
根
本
的
に
解
消
す
る
理
想

的
な
方
法
で
は
あ
る
が
、
消
費

税
収
を
減
ら
す
こ
と
に
も
な
り

実
現
へ
の
ハ
ー
ド
ル
は
高
い
。

　
病
院
に
お
い
て
は
設
備
投
資

な
ど
が
多
い
こ
と
も
あ
り
、
損

税
は
非
常
に
大
き
く
な
る
。
病

院
団
体
か
ら
出
て
い
る
、
保
険

診
療
に
お
い
て
も
消
費
税
を
普

通
に
課
税
す
る
と
い
う
主
張
は

現
在
の
病
院
の
財
政
の
悲
鳴
と

も
考
え
ら
れ
る
。
我
々
は
こ
れ

か
ら
も
ゼ
ロ
税
率
の
要
求
を
基

本
と
す
る
が
、
で
き
る
だ
け
早

期
の
損
税
解
消
を
求
め
る
柔
軟

な
姿
勢
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
会

員
各
位
も
お
考
え
い
た
だ
き
、

ご
意
見
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

消
費
税
損
税
解
消
実
現
に
向
け
て

　
正
月
、
子

ど
も
の
こ
ろ

百
人
一
首
で

か
る
た
遊
び

を
よ
く
し
た
。
短
歌
・
和
歌
等

は
読
ん
で
楽
し
む
も
の
と
思
っ

て
い
た
。
約
1
年
前
か
ら
妻
が

実
母
の
頭
の
体
操
の
た
め
に
、

二
人
で
、
あ
る
結
社
に
入
り
短

歌
を
詠
ん
で
い
る
と
い
う
経
緯

が
あ
り
、
昨
年
永
田
和
宏
氏
の

講
演
を
妻
と
一
緒
に
私
も
拝
聴

し
た
。
河
野
裕
子
氏
を
詠
ん
だ

短
歌
に
感
動
し
、
私
も
詠
も
う

と
試
み
た
。
5
4
8
文
字
で
も

四
苦
八
苦
、
31
文
字
は
な
お
さ

ら
。
断
念
！
▼
1
月
3
日
、
1

9
5
4
年（
私
4
歳
、微
か
に
記

憶
）以
来
61
年
ぶ
り
の
20
㎝
を

超
え
る
大
雪
。
夜
明
け
と
と
も

に
カ
メ
ラ
を
片
手
に
勇
ん
で
桂

離
宮
へ
。「
雪
を
蹴
立
て
て
サ
ク

サ
ク
」で
は
な
い
が
、き
し
む
音

も
心
地
よ
い
。「
孫
は
喜
び
庭
駆

け
回
り
、
爺
は
火
燵
で
丸
く
な

る
」こ
と
も
な
く
、童
心
に
戻
っ

て
孫
と
一
緒
に
雪
だ
る
ま
や
雪

う
さ
ぎ
を
作
っ
て
、は
し
ゃ
い

で
し
ま
っ
た
。
後
で
付
け
が
く

る
の
を
知
り
な
が
ら
▼
1
月
2

日
、
大
原
野
へ
御
年
始
。
挨
拶

も
束
の
間
、体
調
不
良
を
訴
え

る
人
あ
り
。
あ
る
病
院
へ
救
急

受
診
、
多
数
の
受
診
者
。
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
、
骨
折
、
大
動
脈

解
離
な
ど
。
医
療
ス
タ
ッ
フ
の

働
き
を
見
て
、
少
々
後
ろ
め
た

い
気
持
ち
で
、
約
2
時
間
待
っ

た
。
幸
い
適
切
な
処
置
で
軽

快
、帰
宅
。急
病
診
療
は
大
変
で

あ
る
。感
謝
、感
謝
!!
▼
元
旦
、

賀
状
が
届
く
。自
筆
の
一
言
が

楽
し
み
で
あ
る
。
日
本
に
は
し

き
た
り
や
伝
統
が
あ
る
。二
十

四
節
季
等
で
あ
る
。特
に
正
月

は
！
心
新
た
に
で
き
る
大
切
な

節
目
だ
と
思
う
。
そ
ん
な
日
本

人
の
心
を
残
し
た
い
。 （
玲
奈
）

医療費適正化計画の見直しに係る緊急要請

　本日の社会保障審議会医療保険部会において、医療保険制度
改革骨子案が示され、その中で、医療費適正化計画の見直しに
ついて、「都道府県が地域医療構想と整合的な医療費の水準を
目標として設定する」という方針が示された。
　都道府県が地域医療構想の策定等による病床機能分化の推進
や住民の健康の保持増進、後発医薬品の使用促進など医療の効
率的な提供の推進等を通じて医療費適正化に積極的に取り組む
べきことは当然であるが、これらの取組が、具体的にどのよう
に医療費適正化につながるのか必ずしも明確でない中で、従来
「医療費の見通し」としてきたものを「目標」とすることに、
多くの都道府県から強い疑問の声が上がっている。
　医療費は、住民はもとより、多様な保険者をはじめ、医療機
関、地方自治体など様々な主体の活動の結果であり、また、医
療資源の多寡や診療報酬が占める要素が大きいものであること
から、都道府県が管理できる要素は非常に限られており、権限
もない。
　このため、現行の医療費適正化計画においても、特定検診・保
健指導の実施率や平均在院日数等の施策目標を達成した場合に
予想される医療費を見通しとして盛り込んでいるところである。
　そのような推計値に過ぎないようなものを「目標」として設
定しても、都道府県は結果責任を負うことは困難であり、ま
た、一度「目標」を設定してしまえば、それが独り歩きして、
様々な場面で都道府県を拘束する懸念がある。
　これらのことを踏まえ、都道府県が医療費を管理できる要素
が限られているにもかかわらず、「医療費の見通し」を「目標」
と見直すことについては反対であり、引き続き全国知事会と十
分協議し、計画の策定主体である都道府県の合意がないまま、
法律案の提出を強行することのないよう強く要請する。
　また、特定検診・保健指導の実施率や平均在院日数等、現
在、任意記載事項とされている指標を必須記載事項に見直すこ
とについては、これらの指標が医療費適正化に及ぼす効果が不
明確であり、保険者や医療機関、住民、市町村等に強制する権
限がない以上、都道府県は指標に対して結果責任を負うことは
出来ない。また、現行の任意記載事項とすることは、平成23年
度の地方分権改革の一環で法律改正された経緯があることか
ら、「医療費の見通し」を「目標」とすることに併せて、今回
の法律改正によって都道府県に対して義務付けを強化すること
は認められず、引き続き任意記載事項にとどめるよう要請する。

平成27年１月９日
全国知事会会長　京都府知事　山田　啓二
同社会保障常任委員会委員長　栃木県知事　 福田　富一

　
国
は
2
0
1
5
年
1
月
13

日
、
社
会
保
障
制
度
改
革
推
進

本
部
で
「
医
療
保
険
制
度
改
革

骨
子
」（
以
下
、「
骨
子
」）
を

決
定
し
た
。
国
保
の
都
道
府
県

化
と
一
体
的
な
国
庫
負
担
増

額
、
入
院
時
食
事
療
養
費
の
段

階
的
引
き
上
げ
や
紹
介
状
な
し

大
病
院
受
診
時
の
定
額
負
担
、

患
者
申
出
療
養
創
設
等
が
盛
り

こ
ま
れ
た
「
骨
子
」（
第
2
9
1

7
号
に
て
既
報
）
に
対
し
、
全

国
知
事
会
（
会
長
・
山
田
啓
二

京
都
府
知
事
）
が
緊
急
要
請
を

提
出
し
た
。「
医
療
費
適
正
化

計
画
の
見
直
し
に
係
る
緊
急
要

請
」
で
あ
る
。

　
今
回
の
「
骨
子
」
に
は
、
都

道
府
県
医
療
費
適
正
化
計
画
の

見
直
し
が
盛
り
込
ま
れ
て
い

る
。
同
計
画
は
、
06
年
の
小
泉

医
療
制
度
構
造
改
革
で
高
齢
者

の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律

に
盛
り
込
ま
れ
た
、
都
道
府
県

に
よ
る
医
療
費
管
理
シ
ス
テ
ム

の
中
心
装
置
で
あ
る
。
特
定
健

康
診
査
・
特
定
保
健
指
導
の
実

施
率
や
平
均
在
院
日
数
を
数
値

目
標
化
さ
せ
、
5
年
を
一
期
と

し
て
「
医
療
費
の
見
通
し
」
を

定
め
さ
せ
る
。「
骨
子
」
は
こ

の
計
画
を
改
革
し
、
先
に
成
立

し
た
医
療
・
介
護
総
合
確
保
法

に
基
づ
く
都
道
府
県
「
地
域
医

療
構
想
」
と
「
整
合
的
な
」
計

画
策
定
を
求
め
る
。
加
え
て
、

現
在
は
「
任
意
記
載
事
項
」
と

な
っ
て
い
る
項
目
を
「
必
須
記

載
事
項
」
に
、
医
療
費
の
「
見

通
し
」
は
「
目
標
」
に
格
上
げ

す
る
と
い
う
。

　
こ
の
見
直
し
の
背
景
に
は
、

経
済
財
政
諮
問
会
議
が
「
骨
太

の
方
針
2
0
1
4
」
で
打
ち
出

し
た
、
都
道
府
県
単
位
の
医
療

費
総
額
管
理
制
度
に
向
け
た
流

れ
が
あ
る
。
全
国
知
事
会
の
緊

急
要
請
は
、
こ
の
「
目
標
」
化

を
中
心
に
懸
念
を
表
明
し
た
も

の
だ
。
要
請
は
「
…
推
計
値
に

過
ぎ
な
い
よ
う
な
も
の
を
『
目

標
』
と
し
て
設
定
し
て
も
、
都

道
府
県
は
結
果
責
任
を
負
う
こ

と
は
困
難
」「
一
度
『
目
標
』

と
設
定
し
て
し
ま
え
ば
、
そ
れ

が
独
り
歩
き
し
て
、
様
々
な
場

面
で
都
道
府
県
を
拘
束
す
る
懸

念
が
あ
る
」。
ま
さ
に
そ
の
と

お
り
で
あ
り
、
こ
の
「
懸
念
」

に
事
の
本
質
が
あ
る
。
都
道
府

県
自
身
が
、
医
療
費
抑
制
主
体

と
な
る
こ
と
を
許
容
す
る
の

か
、
そ
れ
と
も
医
療
保
障
主
体

と
し
て
地
域
医
療
政
策
を
担
う

の
か
の
分
岐
な
の
で
あ
る
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
廃
止

運
動
を
展
開
し
て
い
た
当
時
か

ら
、
協
会
は
医
療
費
適
正
化
計

画
の
危
険
性
を
訴
え
、
国
の
み

な
ら
ず
京
都
府
に
対
し
て
も
、

繰
り
返
し
医
療
費
適
正
化
策
に

与
し
な
い
立
場
の
堅
持
を
要
請

し
続
け
て
き
た
。
京
都
府
が

「
医
療
費
適
正
化
計
画
」
の
名

称
を
用
い
ず
、「
中
期
的
な
医

療
費
の
推
移
に
関
す
る
見
通

し
」
と
し
た
こ
と
を
評
価
し
て

き
た
。
そ
う
し
た
立
場
か
ら
、

今
回
の
全
国
知
事
会
の
緊
急
要

請
を
歓
迎
し
、
全
国
知
事
会
長

を
先
頭
に
、
こ
の
立
場
を
堅
持

し
、
国
に
対
峙
す
る
こ
と
を
強

く
望
む
。
協
会
も
、
地
方
自
治

体
と
と
も
に
今
回
の
医
療
制
度

改
革
に
抗
し
て
、
運
動
を
す
す

め
て
い
く
。 

（
4
面
に
解
説
）

全国知事会が厚生労働省に提出した要請全文

協会は会員署名で同意見提出
知事会が「総額管理」導入の動きに反対表明
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関西圏では、

国家戦略特区
での試行も図

られようとし
ています。

京都府を含む
関西圏では、

国家戦略特区
での試行も図

られようとし
ています。

京都府を含む
関西圏では、

国家戦略特区
での試行も図

られようとし
ています。

京都府を含む
関西圏では、

国家戦略特区
での試行も図

られようとし
ています。

京都府を含む
関西圏では、

国家戦略特区
での試行も図

られようとし
ています。

京都府を含む
関西圏では、

国家戦略特区
での試行も図

られようとし
ています。

「混合診療」
拡大で、抗が

ん剤

などの未承認
薬が使いやす

く

なるという報
道があります

。

しかし「混合
診療」の対象

に

なっても、保
険外の高額な

薬

医療に差別を
持ち込んでい

いの？

3割負担 3割負担

保険外診療
全額自己負担

保険給付

保険外診療
全額自己負担

3割負担

保険給付

混合診療の拡大中止
患者署名に協力を !

署
名
提
出
は
３
月
中
旬

2 0 1 5 年 (平成 2 7 年) 2 月 5 日 第 2 9 1 9 号京 都 保 険 医 新 聞 毎月 5日･20日･25日発行( 1 )

メディカルページ http://www.healthnet.jp　保険医専用サイト http://www.hokeni.jp（ユーザー名・パスワードとも kyohoi)　メールアドレス info@hokeni.jp

主な内容

地
区
医
師
会
と
の
懇
談（
中
西
、乙
訓
） 

（
2
面
）

外
科
向
上
会
レ
ポ
ー
ト 

（
3
面
）

政
策
解
説
・
国
保
の
都
道
府
県
化 

（
4
面
）



　
堤
さ
ん
の
本
が
ラ
ジ
オ
で
週
間

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
し
て
紹
介
さ
れ

て
い
て
、
早
速
読
ん
で
び
っ
く
り

し
た
。
ア
メ
リ
カ
の
公
的
医
療
保

険
は
65
歳
以
上
の
高
齢
者
と
障
害

者
・
末
期
腎
疾
患
患
者
の
た
め
の

メ
デ
ィ
ケ
ア
と
最
低
所
得
層
の
た

め
の
メ
デ
ィ
ケ
イ
ド
が
あ
り
、
メ

デ
ィ
ケ
イ
ド
の
財
政
は
国
と
州
が

折
半
し
て
い
る
。
ほ
と
ん
ど
の
国

民
は
、
民
間
保
険
が
高
い
た
め
に

適
用
範
囲
の
限
定
さ
れ
た
安
い
保

険
を
買
う
か
、
5
千
万
人
と
い
わ

れ
る
無
保
険
者
に
な
る
し
か
な

い
。
重
症
に
な
る
と
Ｅ
Ｒ
に
駆
け

込
む
だ
け
で
あ
っ
た
。

　
2
0
1
4
年
か
ら
完
全
施
行
さ

れ
た
ア
メ
リ
カ
の
皆
保
険
制
度

「
オ
バ
マ
ケ
ア
」。全
国
民
の
保
険

の
加
入
を
義
務
化
し
て
、
予
防
医

療
を
含
む
10
項
目
を
保
険
の
必
須

条
件
に
入
れ
、
個
人
年
間
負
担
額

の
上
限
を
導
入
し
た
。
保
険
会
社

は
、
今
ま
で
の
よ
う
に
持
病
を
理

由
に
し
た
加
入
拒
否
、
病
気
に

な
っ
て
か
ら
の
一
方
的
な
解
約
が

で
き
な
く
な
っ
た
。
国
民
は
新
し

い
保
険
を
購
入
し
て
、
月
々
の
保

険
料
や
適
用
範
囲
な
ど
自
分
に

合
っ
た
プ
ラ
ン
を
買
う
。し
か
し
、

こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
国
民
が
待
ち
望

ん
だ
国
民
皆
保
険
制
度
な
の
か
？

　
筆
者
は
、
日
本
の
医
療
は
生
存

権
に
基
づ
く
社
会
保
障
の
一
環
と

し
て
行
わ
れ
る
が
、
ア
メ
リ
カ
の

医
療
は
「
ビ
ジ
ネ
ス
」
だ
と
喝
破

す
る
。
例
え
ば
、
夫
婦
二
人
で
毎

月
の
保
険
料
6
0
0
ド
ル
。
免
責

額
が
6
0
0
0
ド
ル
と
す
る
と
、

最
初
の
6
0
0
0
ド
ル
ま
で
の
医

療
費
は
1
0
0
％
自
己
負
担
で
、

払
い
終
わ
っ
て
か
ら
保
険
金
の
支

払
い
が
始
ま
る
。
ま
た
、
薬
代
の

40
％
は
自
己
負
担
で
あ
る
。
薬
の

高
い
米
国
で
は
大
き
い
額
に
な

る
。
が
ん
患
者
に
な
る
と
2
5
0

0
ド
ル
以
上
請
求
さ
れ
る
。

　
所
得
が
低
く
、
保
険
料
の
払
え

な
い
人
に
は
収
入
に
応
じ
て
一
定

額
の
補
助
金
が
支
給
さ
れ
る
が
、

保
険
を
持
た
な
い
場
合
に
は
罰
金

を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
後
、
個
人

破
産
者
の
半
数
以
上
が
医
療
破
産

で
あ
り
、
1
5
0
万
人
に
の
ぼ

る
。
そ
し
て
、
そ
の
8
割
を
保
険

加
入
者
が
占
め
て
い
る
と
い
う
か

ら
驚
き
だ
。

　
病
院
の
株
式
会
社
参
入
が
進
め

ば
、
必
ず
公
的
保
険
適
用
範
囲
の

縮
小
と
混
合
診
療
が
や
っ
て
く

る
。
た
と
え
国
民
皆
保
険
が
制
度

と
し
て
残
っ
て
も
、
使
え
る
範
囲

が
ど
ん
ど
ん
狭
く
な
り
形
骸
化
す

れ
ば
患
者
負
担
が
重
く
な
っ
て
く

る
。
そ
こ
で
、
民
間
保
険
の
ビ
ジ

ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
生
ま
れ
る
。
こ

れ
を
ア
メ
リ
カ
の
投
資
家
は
狙
っ

て
い
る
し
、
日
本
の
政
治
家
も
考

え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
皆
さ

ん
、
こ
の
本
を
読
ん
で
日
本
の
皆

保
険
制
度
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

 

（
下
京
東
部
・
波
柴 

忠
利
）

「沈みゆく大国アメリカ」
堤 未果 著／集英社新書
（本体720円+税）

ア
メ
リ
カ
の
驚
く
べ
き
医
療
実
態

皆
保
険
の
重
要
性
を
あ
ら
た
め
て
痛
感

一
色
哲
志
氏
は
「
協
会

に
は
、
府
医
と
は
違
っ

た
切
り
口
で
の
情
報
提

供
を
い
た
だ
き
、
感
謝

し
て
い
る
。
忌
憚
の
な

い
意
見
交
換
を
行
い
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し

た
。
続
い
て
協
会
の
垣

田
理
事
長
が
あ
い
さ

つ
。
各
部
会
か
ら
の
報

告
を
行
っ
た
後
、
意
見

　
協
会
は
11
月
28
日
、
中
京
西

部
医
師
会
と
の
懇
談
会
を
開
催

し
た
。
地
区
か
ら
7
人
、
協
会

か
ら
6
人
が
出
席
し
、
山
本
協

会
理
事
の
司
会
で
開
会
。
冒

頭
、
中
京
西
部
医
師
会
会
長
の

交
換
に
移
っ
た
。

　
意
見
交
換
の
中
で
、
専
門
医

制
度
が
話
題
と
な
っ
た
。
地
区

よ
り
「
具
体
的
に
専
門
医
の
更

新
は
、
い
つ
ご
ろ
か
ら
、
ど
う

い
う
形
で
な
さ
れ
る
の
か
」
と

質
問
。
こ
れ
に
対
し
て
協
会
は

「
全
容
は
ま
だ
は
っ
き
り
と
し

て
い
な
い
」
と
し
た
上
で
、
日

本
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
連
合
学

会
が
示
し
て
い
る
タ
イ
ム
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
説
明
し
た
。

　
具
体
的
に
は
、
2
0
1
7
年

に
予
定
さ
れ
る
日
本
専
門
医
機

構
が
認
定
す
る
新
し
い
専
門
医

制
度
の
導
入
に
伴
っ
て
、
こ
れ

ま
で
の
学
会
独
自
の
制
度
は
採

用
を
中
止
す
る
。
そ
し
て
、
2

0
1
6
年
度
以
前
に
登
録
さ
れ

た
後
期
研
修
医
が
修
了
す
る
ま

で
制
度
の
運
用
と
認
定
試
験
の

実
施
を
行
い
、
在
籍
者
が
い
な

く
な
っ
た
時
点
で
廃
止
す
る
、

と
し
て
い
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
地
区
よ
り

「
そ
の
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

で
い
く
と
、
今
の
専
門
医
制
度

は
2
0
1
6
年
に
完
全
に
廃
止

と
な
る
の
か
」
と
の
質
問
に
対

し
て
、協
会
は「
そ
の
通
り
で
、

日
本
専
門
医
機
構
が
、
基
本
領

域
19
の
専
門
医
と
サ
ブ
ス
ペ

シ
ャ
リ
テ
ィ
領
域
の
専
門
医
の

認
定
な
ど
を
決
め
て
い
く
よ
う

だ
。
現
時
点
で
示
さ
れ
て
い
る

構
想
図
で
は
サ
ブ
ス
ペ
シ
ャ
リ

テ
ィ
領
域
の
専
門
医
と
さ
れ
て

い
な
い
学
会
も
多
く
、
こ
れ
ら

の
学
会
の
専
門
医
制
度
が
ど
う

な
る
か
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
に

更
新
さ
れ
て
い
く
か
な
ど
も
注

視
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
」
と

回
答
し
た
。

　
さ
ら
に
、
地
区
よ
り
「
専
門

医
制
度
が
学
会
と
切
り
離
さ
れ

れ
ば
、
学
会
で
更
新
で
き
な
く

な
る
の
か
」
と
い
う
疑
問
と
と

も
に
「
学
会
を
辞
め
る
人
も
出

る
の
で
は
な
い
か
」
と
の
危
惧

が
出
さ
れ
た
。
協
会
は
「
外
科

学
会
で
は
、
認
定
に
つ
い
て
は

外
科
学
会
で
は
な
く
日
本
専
門

医
機
構
に
な
る
よ
う
だ
が
、
外

科
学
会
は
、『
現
在
の
外
科
専
門

医
制
度
は
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

よ
る
修
練
と
診
療
実
績
に
基
づ

く
認
定
・
更
新
を
根
幹
と
し
、

す
で
に
新
制
度
に
お
け
る
条
件

を
満
た
し
て
い
る
の
で
、
認
定

要
件
の
大
幅
な
変
更
は
必
要
な

い
』
と
し
て
い
る
。
大
き
な
学

会
は
同
様
に
な
る
よ
う
だ
。

　
一
方
で
、
更
新
の
ハ
ー
ド
ル

は
、
高
く
な
る
よ
う
で
あ
る
。

今
ま
で
は
学
会
の
参
加
数
な
ど

で
更
新
で
き
た
が
、
今
後
は
、

処
置
や
手
術
な
ど
の
実
績
が
一

定
の
基
準
数
な
け
れ
ば
更
新
で

き
な
い
よ
う
な
こ
と
に
な
る
と

言
わ
れ
て
い
る
」
と
述
べ
、
さ

ら
に
「
学
会
に
よ
っ
て
専
門
医

の
認
定
・
更
新
の
ハ
ー
ド
ル
の

差
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

検
討
・
議
論
す
べ
き
課
題
で
あ

る
」
な
ど
回
答
し
た
。

　
協
会
は
12
月
8
日
、
乙
訓
医

師
会
と
の
懇
談
会
を
開
催
。
地

区
か
ら
14
人
、
協
会
か
ら
5
人

が
出
席
し
た
。
司
会
は
乙
訓
医

師
会
副
会
長
の
馬
本
郁
男
氏
。

　
冒
頭
、
同
会
会
長
の
橋
本
京

三
氏
は
「
懇
談
会
の
都
度
、
協

会
か
ら
時
宜
に
あ
っ
た
情
報
提

供
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
た
く

思
っ
て
い
る
。
本
日
は
忌
憚
な

い
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
協
会
か
ら
の
情
報
提
供
の

後
、
在
宅
医
療
の
適
正
化
に
関

す
る
議
論
を
中
心
に
行
っ
た
。

2
0
1
4
年
度
の
診
療
報
酬

改
定
で
は
、
居
住
系
施
設
を
経

営
す
る
業
者
に
対
し
て
ペ
イ

バ
ッ
ク
を
支
払
う
不
適
切
な
医

療
機
関
が
報
告
さ
れ
た
こ
と
に

起
因
し
て
、
訪
問
診
療
料
や
在

宅
時
医
学
総
合
管
理
料
等
（
以

下
、
訪
問
診
療
料
等
）
に
お
け

る「
同
一
建
物
居
住
者
の
場
合
」

の
点
数
が
大
幅
に
引
き
下
げ
ら

れ
た
。
さ
ら
に
、
そ
の
影
響
に

よ
り
経
営
悪
化
し
、
施
設
か
ら

も
、
5
人
を
診
る
方
が
点
数
が

低
い
の
は
当
た
り
前
。
1
施
設

で
50
人
も
の
患
者
を
診
る
医
療

機
関
も
あ
る
と
聞
く
が
、
50
人

全
員
に
本
当
に
訪
問
診
療
が
必

要
な
の
か
疑
わ
し
い
」
と
の
意

見
や
、「
施
設
の
患
者
を
10
人

診
て
い
る
程
度
で
は
、
赤
字
経

営
に
な
る
は
ず
が
な
い
。
在
宅

を
ビ
ジ
ネ
ス
と
捉
え
て
い
る
か

ら
こ
の
よ
う
な
問
題
が
起
こ

る
」
と
の
厳
し
い
意
見
も
出
さ

れ
た
。

　
協
会
は
、
14
年
9
月
に
厚
労

省
交
渉
を
行
っ
た
こ
と
に
言

及
。
そ
の
際
、
担
当
官
は
「
施

設
へ
の
訪
問
診
療
に
関
す
る
不

適
切
な
事
例
は
、
全
国
紙
で
大

き
く
取
り
上
げ
ら
れ
、
中
医
協

で
も
議
論
し
な
い
わ
け
に
は
い

か
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
ど
れ

く
ら
い
点
数
を
下
げ
る
か
ま
で

は
十
分
に
議
論
で
き
て
い
な

か
っ
た
」
と
説
明
し
た
こ
と
を

紹
介
し
た
（
第
２
９
０

７
号
に
て
既
報
）。
そ

の
上
で
、「
訪
問
診
療

料
等
の
点
数
は
改
定
前

に
戻
す
べ
き
。
少
な
く

と
も
在
宅
時
医
学
総
合

管
理
料
等
の
管
理
料
に

つ
い
て
、
居
住
す
る
場

所
に
よ
っ
て
点
数
差
が

設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と

は
問
題
と
考
え
る
」
と

の
協
会
の
見
解
を
示
し
た
。

　

あ
わ
せ
て
地
区
か
ら
は

「
サ
ー
ビ
ス
付
高
齢
者
向
け
住

宅
（
以
下
、
サ
高
住
）」
に
対

す
る
意
見
も
出
さ
れ
た
。
乙
訓

地
域
で
在
宅
医
療
に
携
わ
る
医

師
は
、「
今
ま
で
月
1
回
、
家

族
に
介
助
さ
れ
て
な
ん
と
か
外

来
通
院
し
て
い
た
患
者
が
、
施

設
に
入
所
し
訪
問
診
療
へ
と
切

り
替
わ
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

交
通
の
都
合
な
ど
も
あ
る
が
、

家
族
に
『
医
師
が
定
期
訪
問
し

て
く
れ
る
施
設
な
の
で
、
楽
に

な
っ
た
』
と
言
わ
れ
る
と
、
言

葉
が
な
い
」
と
の
複
雑
な
心
境

を
吐
露
し
た
。

　
さ
ら
に
、
地
区
か
ら
「
サ
高

住
の
業
者
に
と
っ
て
、
サ
高
住

を
建
て
る
こ
と
は
『
正
義
』
で

あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
立
場
の

違
う
業
者
と
も
情
報
共
有
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
」
と
し
て
、

多
職
種
連
携
の
中
に
加
え
て
い

く
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
も
出

さ
れ
た
。

　
不
適
切
な
医
療
機
関
は
全
体

の
2
〜
3
％
に
す
ぎ
な
い
。
今

回
の
改
定
に
つ
い
て
は
、「
真

面
目
に
在
宅
医
療
に
取
り
組
む

医
療
機
関
の
士
気
を
低
下
さ
せ

る
規
制
で
あ
る
」「
一
部
の
悪

質
な
医
療
機
関
は
あ
る
も
の

の
、
サ
高
住
等
の
施
設
側
の
規

制
を
ま
ず
行
う
べ
き
」
と
の
地

区
と
協
会
の
共
通
の
認
識
を
確

認
し
、
活
発
な
意
見
交
換
は
終

了
し
た
。

撤
退
す
る
医

療
機
関
が
少

な
く
な
い
事

態
と
な
っ
て

い
る
。

　

地
区
か

ら
、「
同
一
建

物
で
、1
日

で
1
人
ず
つ

診
る
よ
り

地区医師会との懇談会
■右京医師会
  2 月 9 日（月）午後 2 時～
 右京医師会館
■山科医師会
  2 月12日（木）午後 2 時～
 山科医師会診療センター
■綾部・福知山医師会
  2 月21日（土）午後 4 時～
 福知山市中央保健福祉センター
■中京東部医師会
  3 月12日（木）午後 2 時30分～
 京都府保険医協会・会議室

出
席
者
13
人
で
開
催
さ

れ
た
中
京
西
部
医
師
会

と
の
懇
談

出
席
者
19
人
で
開
催
さ

れ
た
乙
訓
医
師
会
と
の

懇
談

新
専
門
医
制
度
で
懸
念
続
出

中
京
西
部
医
師
会
と
懇
談

11
月
28
日
　
中
京
西
部
医
師
会
事
務
所

在
宅
医
療
の
不
適
切
事
例
で
意
見
交
換

乙
訓
医
師
会
と
懇
談

12
月
8
日
　
乙
訓
医
師
会
事
務
所
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高
齢
化
社
会
の
到
来
と
と
も

に
、
成
人
の
大
動
脈
疾
患
の
手

術
件
数
は
急
増
し
て
い
る
。
こ

の
講
演
で
は
、
胸
部
、
腹
部
、

胸
腹
部
大
動
脈
の
動
脈
硬
化
性

動
脈
瘤
の
手
術
適
応
、
手
術
手

技
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
。
胸

部
大
動
脈
瘤
で
は
2
0
0
9

年
企
業
製
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト

が
薬
事
承
認
さ
れ
て
以
降
、
胸

部
下
行
大
動
脈
瘤
の
外
科
治
療

は
人
工
血
管
置
換
術
か
ら
ス
テ

術
既
往
、
呼
吸
機
能
低
下
、
腎

不
全
等
の
人
工
血
管
置
換
術
が

ハ
イ
リ
ス
ク
と
考
え
ら
れ
る
患

者
が
適
応
と
な
る
。
12
年
の
日

本
胸
部
外
科
学
会
年
次
報
告
で

は
、
胸
部
下
行
大
動
脈
瘤
手
術

数
は
人
工
血
管
置
換
術

3
8
2
例
、
ス
テ
ン
ト
グ
ラ

フ
ト
手
術
9
0
0
例
で
、
病
院

死
亡
率
は
人
工
血
管
置
換
術

5
・
0
％
、
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ

ト
2
・
6
％
で
あ
り
、
主
要
合

併
症
発
生
も
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ

ン
ト
グ
ラ
フ
ト
治
療
に
パ
ラ
ダ

イ
ム
シ
フ
ト
を
起
こ
し
た
。

　
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
治
療
は

人
工
血
管
置
換
術
と
比
較
し
て

①
開
胸
し
な
い
②
人
工
心
肺
を

使
用
し
な
い
と
い
う
点
で
低
侵

襲
で
あ
り
、
高
齢
者
、
開
胸
手

　
外
科
診
療
内
容
向
上
会
を
、
京
都
外
科
医
会
、
京
都
府
保

険
医
協
会
、
大
日
本
住
友
製
薬
株
式
会
社
の
共
催
で
11
月
8

日
に
開
催
。
大
阪
医
科
大
学
外
科
学
講
座
胸
部
外
科
学
教
室

教
授
、
大
阪
医
科
大
学
附
属
病
院
心
臓
血
管
外
科
診
療
科
長

の
勝
間
田
敬
弘
氏
が
「
大
動
脈
瘤
の
外
科
治
療
│
ス
テ
ン
ト

グ
ラ
フ
ト
導
入
後
の
大
動
脈
瘤
切
除
術
の
あ
り
方
」
に
つ
い

て
講
演
し
た
。

外
科
診
療
内
容
向
上
会
レ
ポ
ー
ト

大
動
脈
瘤
外
科
治
療
で
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト

ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
治
療
で

ト
57
・
9
％
、
人

工
血
管
置
換
術

78
・
7
％
と
ス
テ

ン
ト
グ
ラ
フ
ト
が

優
れ
て
い
た
。

　
胸
部
下
行
大
動

脈
瘤
で
の
ス
テ
ン

ト
グ
ラ
フ
ト
の
良

好
な
成
績
と
比

べ
、
弓
部
大
動
脈

瘤
で
は
大
動
脈
の
屈
曲
に
よ
る

エ
ン
ド
リ
ー
ク
（
グ
ラ
フ
ト
周

囲
へ
の
血
液
の
も
れ
）
の
可
能

性
と
脳
梗
塞
の
発
生
頻
度
が
高

い
こ
と
か
ら
、
ハ
イ
リ
ス
ク
症

例
の
み
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。

胸
部
上
行
大
動
脈
は
現
在
で
も

ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
の
適
応
と

な
っ
て
い
な
い
。

　
胸
腹
部
に
わ
た
る
大
動
脈
瘤

の
手
術
成
績
は
、
12
年
の
報
告

で
は
病
院
内
死
亡
が
待
期
例

8
・
8
％
、
破
裂
例
32
％
と
高

率
で
あ
り
、
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ

ト
の
導
入
に
よ
り
成
績
の
向
上

が
期
待
さ
れ
る
領
域
で
あ
る
。

ス
テ
ン
ト
の
改
良
や
人
工
血
管

置
換
術
と
の
併
用
等
が
試
み
ら

れ
て
い
る
が
、
現
在
は
ま
だ
保

険
適
応
外
で
あ
る
。

　
次
に
腹
部
大
動
脈
瘤
の
治
療

で
あ
る
が
、
06
年
に
企
業
製
ス

テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
が
認
可
さ
れ

て
以
降
、
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト

治
療
が
増
加
し
、
12
年
に
は
腹

部
大
動
脈
瘤
手
術
の
約
半
数

（
47
％
、
7
6
0
0
例
／
年
）

で
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
が
行
わ

れ
て
い
る
。
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ

ト
は
人
工
血
管
置
換
術
と
比
べ

て
手
術
成
績
（
手
術
死
亡
、
合

併
症
発
生
）
が
良
好
で
あ
る
こ

と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
早
期
成

績
で
優
位
で
あ
っ
た
ス
テ
ン
ト

グ
ラ
フ
ト
の
生
存
率
は
術
後
2

年
で
外
科
手
術
と
同
等
と
な

り
、
瘤
関
連
死
亡
回
避
も
術
後

6
年
で
優
位
性
は
消
失
し
て
い

る
。

　
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
が
外
科

手
術
と
同
等
の
長
期
予
後
を
得

る
た
め
に
は
定
期
的
な
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
と
適
切
な
時
期
に

追
加
治
療
を
行
う
こ
と
が
重
要

と
考
え
ら
れ
る
。

 

（
西
京
・
曽
我
部 

俊
大
）

　
厚
生
労
働
省
は
1
月
14
日
、

「
第
4
回
医
療
事
故
調
査
制
度

の
施
行
に
係
る
検
討
会
」
を
開

催
。
検
討
会
当
日
の
配
布
資

料
、
お
よ
び
保
団
連
傍
聴
レ

ポ
ー
ト
に
よ
る
と
、
①
医
療
事

故
の
定
義
②
医
療
機
関
が
行
う

医
療
事
故
調
査
③
セ
ン
タ
ー
が

行
う
調
査
―
の
三
つ
の
柱
に
つ

い
て
、
厚
労
省
か
ら
省
令
お
よ

び
通
知
案
が
提
案
さ
れ
た
。

　
医
療
法
第
6
条
の
10
に
は
、

「
…
医
療
に
起
因
し
、
又
は
起

因
す
る
と
疑
わ
れ
る
死
亡
又
は

死
産
で
あ
っ
て
、
当
該
管
理
者

が
当
該
死
亡
又
は
死
産
を
予
期

し
な
か
っ
た
も
の
と
し
て
厚
生

労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
」
と

規
定
さ
れ
て
い
る
。
同
日
の
検

討
会
で
は
「
予
期
し
な
か
っ
た

も
の
」
に
つ
い
て
、
省
令
で
定

め
る
た
め
の
本
格
的
な
議
論
に

入
っ
た
。

　
医
療
事
故
の
定
義
の
う
ち
、

当
該
死
亡
ま
た
は
死
産
を
予
期

し
な
か
っ
た
も
の
に
つ
い
て

は
、
以
下
の
3
項
目
の
事
項
の

い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
も
の

と
し
て
、
省
令
案
が
示
さ
れ
、

お
お
む
ね
合
意
さ
れ
た
。

　
①
管
理
者
が
、
当
該
医
療
の

提
供
前
に
、
医
療
従
事
者
等
に

よ
り
、
当
該
患
者
等
に
対
し

て
、
当
該
死
亡
ま
た
は
死
産
が

予
期
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
説
明

し
て
い
た
と
認
め
た
も
の
。
②

管
理
者
が
、
当
該
医
療
の
提
供

前
に
、
医
療
従
事
者
等
に
よ

り
、
当
該
死
亡
ま
た
は
死
産
が

予
期
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
診
療

録
そ
の
他
の
文
書
等
に
記
録
し

て
い
た
と
認
め
た
も
の
。
③
管

理
者
が
、
当
該
医
療
の
提
供
に

係
る
医
療
従
事
者
等
か
ら
の
事

情
の
聴
取
、
お
よ
び
医
療
の
安

全
管
理
の
た
め
の
委
員
会
（
当

該
委
員
会
を
開
催
し
て
い
る
場

合
に
限
る
）
か
ら
の
意
見
の
聴

取
を
行
っ
た
上
で
、
当
該
医
療

の
提
供
前
に
、
当
該
医
療
の
提

供
に
係
る
医
療
従
事
者
等
に
よ

り
、
当
該
死
亡
ま
た
は
死
産
が

予
期
さ
れ
て
い
る
と
認
め
た
も

の
。

　
医
療
に
起
因
し
、
ま
た
は
起

因
す
る
と
疑
わ
れ
る
死
亡
ま
た

は
死
産
に
つ
い
て
は
、
医
療
機

関
が
提
供
し
た
医
療
の
内
容
と

の
関
係
が
一
概
に
は
判
断
で
き

な
い
こ
と
か
ら
、
西
澤
研
究
班

で
現
在
検
討
中
の
案
を
も
と
に

討
議
さ
れ
た
。
報
道
に
よ
る

と
、
自
殺
、
転
倒
、
転
落
な
ど

医
療
機
関
の
「
管
理
」
と
さ
れ

る
部
分
で
は
、
医
療
事
故
調
の

対
象
と
す
べ
き
か
ど
う
か
で
意

見
が
分
か
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

　
省
令
や
通
知
案
は
一
部
を
除

き
大
筋
で
了
承
さ
れ
た
も
の

の
、
省
令
等
案
が
全
て
一
つ
に

ま
と
ま
っ
た
も
の
は
資
料
配
布

さ
れ
て
い
な
い
。
積
み
残
さ
れ

事故の「予期しなかった」定義
大筋で合意

第4回 医療事故調検討会　厚労省

た
課
題
に
つ
い
て
は
、
次
回
引

き
続
き
議
論
が
行
わ
れ
る
。
第
5
回
会
議
は
2
月
5
日
。

大
動
脈
瘤
の
外
科
治
療
を

解
説
す
る
勝
間
田
氏

日　時 2月19日 （木）午後２時～
場　所 京都府保険医協会・ルームＢ～Ｃ
担当税理士　外村 弘樹税理士・公認会計士
対象者　白色申告者（現在税理士が関与していない医療機関）
費　用　措置法26条による申告書作成：４万円

※ 新規開業等の実額計算による申告書作成は、事務量を勘案して決定。
持参物　 税務署より送付された確定申告用紙、収支内訳書、収支内訳表付

表、認印、社保・国保振込通知書、前年の確定申告書等
※ 実額計算の場合、上記の他に収支がわかる資料が必要

日　時 2月12日 （木）午後２時～
場　所 京都府保険医協会・ルームＡ～Ｃ
講　師　鴨井 勝也税理士
内　容　平成26年分の確定申告の留意点 ／ 新規開業の留意点

※ 措置法26条の改正、白色申告者の記帳および帳簿の保存義務に
ついて解説

参加費　無料　　協　賛　有限会社アミス

白色確定申告説明会

白色確定申告書作成会

講座の後はイタリア料理に舌鼓を打ちつつ、ワイン談義に花を咲かせたいと思います。
日　時 2月22日（日）ワイン講座：午後５時～６時　食事会：午後６時～８時
場　所 リストランテ 「ストラーダ」（御池通り柳馬場北東角）
講　師 山本　博京都府保険医協会理事
参加費 会員 10,000円　会員外 11,000円
共　催 京都府保険医協会　（有） アミス

日　時 2月15日 （日）午後２時30分～４時（開場：午後２時）
場　所 京都府保険医協会・ルームＡ～Ｃ
演　奏 バイオリン：田村 安祐美　バイオリン：前　 智子
 ビ　オ　ラ：金本 洋子　　チ　ェ　ロ：城甲 実子
参加費 会員 1,000円、会員外 1,500円（茶菓付）
曲　目 ドビュッシー 「弦楽四重奏曲」より ／ エルガー 「愛の挨拶」他
　　　※演奏終了後に、演奏者とのトークがあります。
　　　※ ご家族・従業員の方の参加も歓迎いたします。お誘い合わせの上どうぞ。

― 京響メンバーによるサロンコンサート ―

― ブルゴーニュ銘醸ワインを唎
き

く ―

近代の巨匠の名曲を聴く

先着20人
要申込

先着40人
要申込

き
第４回 ワイン講座

お申し込み・お問い合わせは文化担当まで。

開業に必要な情報が盛りだくさんの講習会です!!

新規開業予定者のための講習会
日　時 2月22日 （日）午後２時～５時
場　所 京都府保険医協会・ルームＡ～Ｃ
内　容 ①ここだけは押さえたい！開業準備のポイント
  アルフレッサ株式会社　京滋・紀和営業統括部
  医療関連チーム　担当次長　堀士　均氏
 ②先輩開業医からのアドバイス
  柳診療所　院長　柳　堅徳氏
 ③ 地区医師会への入会手続き、

保険医協会の共済制度について
参加費 会員：無料、非会員：2,000円
共　催 有限会社アミス　　協　賛　株式会社ビー・エム・エル

お申し込みは
協会事務局まで

FAX 075-212-0707

定員 30人
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通常国会の開会
　１月26日に開会した第189通常国会は、昨年末の
突然の解散・総選挙での「勝利」を経た安倍政権
が、さらなる軍事大国化路線と構造改革（新自由主
義改革）の推進をはかる場となりそうだ。集団的自
衛権行使容認の解釈改憲を決定した閣議決定の具体
化策としての自衛隊法・武力攻撃事態法・周辺事態
法の改定が、最大の政治課題になる。一方で、「世
界でいちばん企業が活動しやすい国」を目指す新成
長戦略推進の条件整備を進め、様々な生活部面にわ
たって構造改革路線に基づく制度改定に取り組む。

国保都道府県化をはかる法案の登場
　医療分野では「市町村国保の都道府県化」をめざ
す医療保険制度改革法案（「持続可能な医療保険制
度等を構築するための国民健康保険法等の一部を改
正する法律案（仮称）」）が最重要法案である。
　同法案は、社会保障制度改革プログラム法（持続
可能な社会保障制度の確立を図るための改革の推進
に関する法律・2013年12月）が既定路線とした医
療・介護制度改革の一環であり、新段階となる。地
域の医療・介護サービス提供体制改革を目指して、
先に国会成立した「医療・介護総合確保法」（地域
における医療及び介護の総合的な確保を推進するた
めの関係法律の整備等に関する法律・2014年６月成
立）に続くものである。

提供体制改革と国保都道府県化
　今回の医療保険制度改革関連法案の中心は「市町
村国保の都道府県化」である。市町村国保は国民皆
保険体制の基盤だが、国はその都道府県化をめざす
動きを何度も繰り返してきた。
　02年12月、厚生労働省の医療制度改革推進本部は
「『医療保険制度の体系の在り方』『診療報酬の見直
し』について（厚生労働省試案）」で、「都道府県を
軸として、保険者を再編・統合することが望まし
い」と打ち出した。その根拠として示されたのが、
①保険者として安定的な運営ができる規模が必要で
あること②各都道府県においては医療計画が策定さ
れていること③医療サービスはおおむね都道府県の
中で提供されている実態があること―だった。この
うち②と③が、「提供体制」に着目していることに
注意が必要である。同報告書は「保険者・医療機
関・地方公共団体などの関係者が、都道府県単位で
連携して地域の住民に対し質の高い効率的な医療を
提供できるよう取り組む」こと、「医療の地域特性
に起因して生ずる医療費の地域差部分については、
地域における適正化努力を促すような仕組みを導入
する」と述べた。また、「保険者による取組」とし
て「再編された保険者は、レセプト点検等の取組を
更に強化」との表記もある。周知のとおり、すべて
が試案どおりに進んだわけではない。一方、都道府
県単位の後期高齢者医療制度創設や協会けんぽの再
編、医療費適正化計画の策定義務化、医療計画の見
直しなどが小泉医療制度構造改革で実際に行われた
のである。
　医療計画で提供体制を管理してきた都道府県に医
療費も管理させ、医療費抑制を目指させる仕組みづ
くりは、医療構造改革の中核的方針であり、今回の
国保都道府県化もそうしたプロセスに位置付けられ
ているのである。

骨子に示された医療保険の姿
　2015年１月13日に公表された医療保険制度改革骨
子に書かれた医療保険制度の姿を概観しておきた
い。
　「骨子」の冒頭に掲げられているのは、「国民健康
保険の安定化」である。これは、今回の国保見直し
に向けた「国と地方の協議」（国保基盤協議会）に
おいても、都道府県知事会等地方自治体サイドが要
求してきた「国保構造問題」への対応である。国保
の「構造問題」とは、①低所得者が多い②年齢構成
が高いことなどにより医療費水準が高い③所得に占
める保険料が重い―など、制度設計上抱えている問
題を指している。それによって生じる具体的な問題
としては、小規模保険者は高額な給付の発生で財政
危機に陥りやすい、（国庫負担が引き下げられ続け
てきたため）市町村が一般会計から繰入（法定外繰
入）を行わなければ保険料が高額になるといった状
況を指す。
　自治体サイドは構造問題解決には抜本的な財政基
盤強化が必要である、すなわち、公費の増額が必要
と訴えてきた。「骨子」に示された財政措置は、こ
れに対する国の回答である。
　「骨子」は2015年度から一体改革以来の約束であ
る低所得者支援を目的とした公費約1700億円（保険
者支援制度の拡充）を投入することを明記。さらに
は17年度時点で約1700億円の追加投入も行い、総額
3400億円を新たな追加公費として明らかにした。単
純計算では、例えばこの金額は12年度の単年度赤字
を相殺し得る規模である。一方で、国は追加公費の
使途として医療費適正化に向けた取組支援や、財政
安定化基金創設らを打ち出した。これについて知事
会は「まだまだ不十分」、日本医師会は「賛成」を
表明、追加公費1700億円の財源捻出が後期高齢者支
援金の「全面総報酬制」によって負担増となる健保
連側は反対を表明している。

都道府県化した国保の具体的枠組み
　さて、「骨子」は、国の追加公費を持参金に、都
道府県へ国保の責任を担わせる。「2018年度から、
都道府県が財政運営の責任主体」となり、国保運営
の中心を担わせる。都道府県は、「医療費の見込み
を立て、市町村ごとの分賦金の額を決定」する。つ
まり、各市町村が都道府県に納めるべき金額をあら
かじめ提示する仕組みの導入である。分賦金の額は
「市町村ごとの医療費水準及び所得水準を反映する」
といい、先行の都道府県単位の保険である後期高齢
者医療制度とは違い、全市町村に統一保険料を課す
仕組みは採用しない模様だ。市町村は分賦金に見合
う金額を被保険者から徴収すべく、保険料率を定
め、賦課・徴収の役割を担う。都道府県が「標準保
険料率」を設定する方針も書かれてはいるが、直ち
にそれを強制するものではない様子である。市町村
は保険料徴収の他、引き続き資格管理・保険給付の
決定、保健事業を担う。

医療費適正化計画の見直し―
「適正化目標」と保険者機能強化
　以上を見る限り、一見すると何ら現状の国保と変
わらないものになる可能性が高い。
　だからこそ、都道府県が財政を握る仕組みへの転
換にこめられた狙いの中心が、医療・介護総合確保

法による提供体制改革と一体なものであること、
もっといえば、国保の都道府県化と提供体制改革が
結合してこそ、国の望む医療費抑制の仕組みは一応
の出来上がりとなることを確認しておかねばならな
い。
　骨子は「医療費適正化計画の見直し」に次のよう
に書く。「都道府県が、医療機能の分化・連携、地
域包括ケアシステムの構築を図るために策定される
地域医療構想と整合的な目標（医療費の水準、医療
費の効率的な提供の推進）を計画の中に設定し、国
においてこの設定に必要な指標等を定めるものとす
る」。
　全国知事会が批判する「目標化」について書かれ
たこの一文こそ、今回の改革の心臓部分である。提
供体制改革と国保の財政責任を負わされた都道府県
に、医療費支出の抑制目標を課せば、都道府県の医
療政策は「いかに保障するか」から「いかに抑える
か」へと変質し、医療費抑制主体化する。医療費適
正化計画の見直しこそが、経済財政諮問会議が「骨
太の方針2014」で提起した医療費総額管理システム
の重要な一歩なのである。
　さらに、都道府県化した国保には財政安定化基金
創設が予定されていることにも注視が必要だ。これ
は実際にかかった医療費に対する国庫支出という現
在の考え方が転換されることを意味する。
　先行する介護保険・後期高齢者医療制度での「財
政安定化基金」は、見込みを超える給付費の増、ま
た保険料収納不足で保険財政の赤字が出る場合、一
般財源等から新たに追加の財政補填をする必要のな
いよう、市町村に対して資金の交付・貸付を行うも
のである。貸付の場合、次の事業運営期間の保険料
に償還のための上乗せがなされる。給付増の責任を
被保険者に課す仕組みなのであり、これを創設する
ことはイコール国保の財政構造をはかり、介護保
険・後期高齢者医療制度型に切り替えることだと考
えられる。

より具体化する制度改革の中で
　「骨子」はこれ以外にも、①被用者保険の後期高
齢者支援金の全面総報酬制の段階的導入②後期高齢
者医療制度の「保険料軽減特例」（最大９割）の見
直し③被用者保険の保険料負担上限額を現行の121
万円から139万円に引き上げ④入院時の食事負担に
ついて、食材費相当額に加え、調理費相当額も自己
負担を求める⑤所得の高い国保組合の国庫補助を段
階的に見直す⑥紹介状なしで大病院を受診する場合
等に原則として定額負担を患者に求める⑦保険外併
用療養費制度に「患者申出療養（仮称）」を創設す
る―といった多岐にわたるメニューが盛り込まれて
いる。
　以上のように「骨子」公表により、医療制度改革
の姿は一層具体的にみえてきた。協会は現在取り組
んでいる「混合診療拡大阻止」を目指す患者・会員
署名を強化すると同時に、今回の国保改革の本当の
問題点を明らかにしながら、国に対し、医療費抑制
政策の転換を迫っていく。

自治体の医療費抑制主体化狙う「国保都道府県化」
医療者・自治体の共同運動が鍵
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策
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し
れ
な
か
っ
た
と
反
省
し
た
。

　
紛
争
発
生
か
ら
解
決
ま
で
約

5
年
5
カ
月
間
要
し
た
。

〈
問
題
点
〉

　
以
下
の
点
に
お
い
て
、
医
療

機
関
側
に
問
題
が
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

　
①
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
陽
性

の
患
者
に
対
し
て
は
、
ま
ず
肝

が
ん
の
予
防
に
つ
い
て
は
早
期

発
見
、
早
期
治
療
を
考
慮
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ト
ラ
ン
ス

ア
ミ
ラ
ー
ゼ
、
血
小
板
、
腫
瘍

マ
ー
カ
ー
の
推
移
と
と
も
に
、

腹
部
エ
コ
ー
、
腹
部
造
影
Ｃ
Ｔ

な
ど
に
よ
る
画
像
に
よ
る
経
過

観
察
が
必
須
で
あ
る
。
こ
の
案

件
で
は
、
4
年
近
い
観
察
中
に

1
度
も
腹
部
造
影
Ｃ
Ｔ
を
施
行

し
て
い
な
か
っ
た
。

　
②
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
の
適

応
に
つ
い
て
は
、
確
か
に
当
時

は
お
よ
そ
60
歳
ま
で
と
さ
れ
て

い
た
が
、
そ
の
3
年
後
に
は
、

コ
ン
セ
ン
サ
ス
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

に
お
い
て
75
歳
ま
で
と
引
き
上

げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
お

い
て
、
患
者
は
イ
ン
タ
ー
フ
ェ

ロ
ン
治
療
の
選
択
の
可
能
性
が

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の

治
療
法
に
つ
い
て
は
医
師
か
ら

の
説
明
が
な
か
っ
た
。

　
③
腫
瘍
マ
ー
カ
ー
に
つ
い
て

は
、
Ａ
Ｆ
Ｐ
は
、
経
過
中
に
4

回
測
定
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ず

れ
も
正
常
値
で
あ
っ
た
。PIV

K
A
-2 

も
2
回
測
定
さ
れ
て

い
る
が
、凝
固
系
のPIV

K
A
-

2 

を
測
定
し
て
お
り
、
腫
瘍

マ
ー
カ
ー
と
し
て
機
能
し
て
い

な
か
っ
た
。事
実
、Ａ
医
療
機
関

で
測
定
し
た
本
来
の
腫
瘍
マ
ー

カ
ー
と
し
て
のP

IV
K
A
-2

は
高
値
を
示
し
て
い
た
。 

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
活
動
性

Ｃ
型
肝
炎
に
対
し
て
、
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
な
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を

し
て
い
れ
ば
、
少
な
く
と
も

も
っ
と
早
期
に
肝
が
ん
を
発
見

で
き
、
リ
ン
パ
節
、
頚
椎
転
移

を
き
す
前
に
、
根
治
的
治
療
が

可
能
で
あ
っ
た
と
判
断
さ
れ

た
。
し
た
が
っ
て
医
療
過
誤
は

認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ま

た
、
Ａ
医
療
機
関
入
院
後
、
脳

出
血
を
発
症
し
た
が
、
直
接
因

果
関
係
は
な
い
と
思
わ
れ
た
。

〈
顛
末
〉

　
証
拠
保
全
申
し
立
て
以
降

に
、
患
者
側
か
ら
ク
レ
ー
ム
が

途
絶
え
て
久
し
く
な
っ
た
の

で
、
立
ち
消
え
解
決
と
み
な
さ

れ
た
。

の
機
会
を
失
っ
た
こ
と
等
を
理

由
に
証
拠
保
全
を
申
し
立
て
た
。

　
医
療
機
関
側
と
し
て
は
、
Ｃ

型
肝
炎
に
つ
い
て
は
何
度
も
説

明
し
て
お
り
、
初
診
時
の
年
齢

が
適
応
外
で
あ
っ
た
の
で
、
副

作
用
の
強
い
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ

ン
は
勧
め
な
か
っ
た
。
た
だ

し
、
そ
の
旨
の
カ
ル
テ
記
載
は

な
か
っ
た
。
エ
コ
ー
検
査
で
若

干
の
影
が
認
め
ら
れ
た
の
で
、

Ｃ
Ｔ
検
査
の
必
要
性
も
一
応
は

考
え
た
が
、
腫
瘍
マ
ー
カ
ー
が

陰
性
で
あ
っ
た
こ
と
と
、
Ｃ
Ｔ

の
被
曝
を
考
慮
し
た
結
果
、
Ｃ

Ｔ
検
査
は
施
行
し
な
か
っ
た
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
反
省
す
べ

き
と
考
え
た
。
ま
た
、
も
っ
と

早
い
時
期
に
高
次
医
療
機
関
へ

紹
介
す
る
べ
き
で
あ
っ
た
か
も

　
Ｑ
、
新
た
な
難
病
法
に
よ
る

特
定
医
療
費
（
法
別
番
号
54
）

及
び
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療

支
援
（
法
別
番
号
52
）
に
係
る

受
給
者
証
に
、
適
用
区
分
の
記

載
が
な
い
場
合
、
レ
セ
プ
ト
の

特
記
事
項
は
ど
の
よ
う
に
な
り

ま
す
か
。

　
Ａ
、
70
歳
以
上
（
高
齢
受
給

者
お
よ
び
後
期
高
齢
者
）
の
場

合
、
高
齢
受
給
者
証
等
を
確
認

し
、
3
割
負
担
の
患
者
で
あ
れ

ば
、「
17
上
位
」
と
記
載
し
ま

す
。
1
割
負
担
の
患
者
で
あ
れ

ば
、
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担

額
減
額
認
定
証
（
以
下
、
認
定

証
）
を
お
持
ち
の
場
合
は
、

「
19
低
所
」
と
記
載
、
お
持
ち

で
な
け
れ
ば
空
欄
の
ま
ま
提
出

し
ま
す
。 

　
70
歳
未
満
の
場
合
、
認
定
証

も
し
く
は
限
度
額
適
用
認
定
証

を
お
持
ち
の
場
合
は
、
記
載
さ

れ
て
い
る
略
号
（
適
用
区
分
が

（
ア
）の
場
合
、
26
区
ア
）
を
、

お
持
ち
で
な
け
れ
ば
、
空
欄
の

（
60
歳
代
後
半
男
性
）

〈
事
故
の
概
要
と
経
過
〉

　
基
本
健
診
に
お
い
て
Ｃ
型
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
陽
性
で
、
診
断
名

は
「
Ｃ
型
慢
性
肝
炎
、
高
血

圧
」
で
あ
っ
た
。
治
療
は
本
来

な
ら
ば
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
が

適
し
て
い
る
が
、
当
時
の
適
応

年
齢
は
60
歳
以
下
で
、
強
力
ミ

ノ
フ
ァ
ー
ゲ
ン
の
静
脈
内
投
与

が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
患
者
に

伝
え
た
。
更
に
肝
臓
が
ん
の
併

発
の
有
無
を
確
認
す
る
必
要
か

ら
血
液
検
査
、
腫
瘍
マ
ー

カ
ー
、
腹
部
エ
コ
ー
検
査
に
対

し
て
十
分
な
説
明
を
し
た
上
で

定
期
的
に
実
施
し
た
。
と
こ
ろ

が
患
者
は
強
い
腹
痛
を
認
め

て
、
別
の
Ａ
医
療
機
関
を
受
診

し
た
。
腹
部
Ｃ
Ｔ
検
査
で
肝
臓

が
ん
が
疑
わ
れ
、
諸
検
査
の
結

果
、
直
径
4
㎝
程
度
の
肝
腫
瘍

を
認
め
肝
臓
が
ん
と
診
断
さ
れ

た
。
Ａ
医
療
機
関
に
お
け
る
診

断
名
は
「
Ｃ
型
慢
性
肝
炎
・
肝

が
ん
・
リ
ン
パ
節
転
移
・
頚
椎

転
移
・
脳
出
血
」
で
あ
り
、
手

術
適
応
が
な
い
の
で
化
学
療
法

を
継
続
し
た
。

　
患
者
側
は
、
検
査
方
法
の
落

ち
度
、
転
院
義
務
を
怠
っ
た
、

肝
が
ん
の
早
期
発
見
早
期
治
療

肝

が

ん

の

診

断

の

遅

れ

　
報
道
・
言
論
・
表
現
を
め
ぐ
る

問
題
や
事
件
が
次
か
ら
次
へ
と
起

き
て
く
る
。

　
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
会

長
ら
の
発
言
、
朝
日
新
聞
の
記
事

連
続
取
り
消
し
、
元
朝
日
記
者
へ

の
脅
迫
、
韓
国
で
の
産
経
支
局
長

起
訴
、
北
朝
鮮
指
導
者
の
暗
殺
映

画
、
パ
リ
の
新
聞
社
襲
撃
、
ム
ハ

ン
マ
ド
風
刺
画
の
可
否
…
…
。

　
挙
げ
て
い
く
と
憎
悪
、
圧
迫

感
、
血
な
ま
ぐ
さ
さ
が
漂
っ
て
き

て
気
が
め
い
り
そ
う
に
な
る
が
、

問
題
を
ど
う
考
え
る
べ
き
か
、
手

が
か
り
を
整
理
し
て
み
た
い
。

　
表
現
の
自
由
は
、
人
権
の
中
で

も
最
も
重
要
な
も
の
の
一
つ
だ
。

言
論
の
自
由
、
出
版
の
自
由
、
集

会
の
自
由
、
結
社
の
自
由
、
知
る

権
利
、
報
道
の
自
由
、
取
材
の
自

由
な
ど
を
含
ん
で
い
る
。

　
な
ぜ
表
現
の
自
由
が
大
切
な
の

か
。
一
つ
は
個
人
の
自
己
実
現
、

も
う
一
つ
は
民
主
主
義
社
会
の
維

持
発
展
に
欠
か
せ
な
い
た
め
だ
と

憲
法
学
者
は
説
明
し
て
い
る
。
と

は
い
え
、
内
心
の
自
由
と
違
っ

て
、
無
制
限
な
自
由
で
は
あ
り
え

な
い
。
表
現
に
よ
っ
て
他
者
の
人

権
を
侵
害
す
る
こ
と
が
あ
る
か
ら

だ
。
ど
う
い
う
場
合
に
ど
こ
ま
で

許
容
さ
れ
る
の
か
、
ギ
リ
ギ
リ
の

判
断
と
せ
め
ぎ
あ
い
に
な
る
。

　
従
来
、
表
現
の
自
由
は
国
家
権

力
と
の
関
係
で
論
じ
ら
れ
る
こ
と

が
多
か
っ
た
が
、
近
年
は
市
民
と

市
民
、
メ
デ
ィ
ア
と
市
民
が
ぶ
つ

か
る
局
面
が
増
え
た
。
誰
で
も

ネ
ッ
ト
で
発
信
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
、
過
剰
に
攻
撃
的
な
言
動

が
幅
を
き
か
せ
て
い
る
。
外
国
や

宗
教
が
絡
む
こ
と
も
あ
る
。

　
問
題
を
考
え
る
補
助
線
の
一
つ

は
「
力
関
係
」
で
あ
る
。
政
治
・

行
政
・
司
法
・
軍
隊
と
い
っ
た
権

力
へ
の
批
判
や
風
刺
は
民
主
主
義

の
た
め
に
十
分
に
保
障
す
る
必
要

が
あ
る
。
そ
れ
以
外
も
強
い
者
に

対
す
る
表
現
は
広
く
許
容
さ
れ
、

弱
い
者
に
対
す
る
表
現
は
節
度
を

保
つ
べ
き
で
あ
る
。

　
一
般
的
に
は
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
・

大
企
業
は
力
を
持
つ
。
市
民
も
多

数
に
な
る
と
力
を
持
つ
。
少
数

派
・
被
差
別
者
・
障
害
者
・
生
活

困
窮
者
な
ど
は
弱
い
。
力
関
係
を

踏
ま
え
な
い
で
単
純
に
表
現
の
自

由
を
語
る
の
は
危
険
で
あ
る
。

　
二
つ
め
は
「
バ
ラ
ン
ス
」。
表

現
の
必
然
性
・
公
益
性
と
、
侵
害

さ
れ
る
権
利
の
程
度
の
か
ね
あ
い

で
あ
る
。
必
然
性
も
公
益
性
も
な

く
、
他
者
を
深
く
傷
つ
け
る
表
現

を
す
る
の
は
正
当
で
は
な
い
。

　
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
、
ヘ
イ
ト
雑

誌
、
指
導
者
の
暗
殺
映
画
、
宗
教

上
の
崇
拝
対
象
へ
の
侮
辱
な
ど
を

擁
護
す
る
気
に
は
な
れ
な
い
。
言

論
・
表
現
の
自
由
は
、
自
制
と
責

任
を
伴
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
三
つ
め
は
「
や
り
方
」
で
あ

る
。
表
現
す
る
際
も
抗
議
す
る
際

も
暴
力
・
脅
迫
・
差
別
・
侮
蔑
は

許
さ
れ
な
い
。「
寄
っ
て
た
か
っ

て
た
た
く
」
の
も
ま
っ
と
う
で
は

な
い
。
そ
れ
ら
は
他
者
の
存
在
や

言
論
の
自
由
を
圧
迫
す
る
。
被
害

者
意
識
を
強
調
し
つ
つ
、
単
に
相

手
を
お
と
し
め
て
愉
悦
に
ひ
た
る

の
は
論
外
で
あ
る
。

　
ど
う
や
っ
て
表
現
を
適
切
に
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
か
は
難
題
だ
。

法
規
制
が
必
要
な
場
合
も
あ
る

が
、
政
府
や
警
察
に
権
限
を
持
た

せ
る
と
自
由
の
抑
圧
に
乱
用
さ
れ

る
お
そ
れ
が
あ
る
。
訴
訟
は
手
間

と
費
用
が
か
か
る
。
さ
し
あ
た
り

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
関
し
て
、
政
府

か
ら
独
立
し
た
紛
争
仲
介
・
勧
告

機
関
が
求
め
ら
れ
る
。

　
権
力
に
対
し
て
、
ひ
る
ん
で
は

な
ら
な
い
が
、
そ
れ
以
外
は
他
者

の
尊
重
、
多
様
性
の
尊
重
、
寛

容
、
節
度
が
必
要
だ
。
で
な
い
と

か
え
っ
て
言
論
・
表
現
の
自
由
の

基
盤
を
掘
り
崩
す
こ
と
に
な
る
。

言
論
・
表
現
の
自
由
と
節
度

読売新聞大阪本社編集委員　原　昌平

ま
ま
提
出
し
ま
す
。

　
な
お
、
高
額
療
養
費
、
難
病

医
療
、
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医

療
の
取
扱
い
に
関
す
る
詳
細

は
、
グ
リ
ー
ン
ペ
ー
パ
ー
の
号

外
（
本
紙
に
同
封
）
を
ご
確
認

下
さ
い
。

金
融
共
済
委
員
会

（
1
／
21
）の
開
催
状
況

　
各
地
区
か
ら
選
出
の
委
員
に

よ
り
、
共
済
制
度
の
健
全
・
安

定
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
休
補
運
営
分
科
会

　
給
付
7
件
、
加
入
2
件
を
審

査
し
全
件
可
決
し
ま
し
た
。

②
融
資
諮
問
分
科
会

　
融
資
斡
旋
2
件
を
決
定
し
ま

し
た
。

法
別
番
号
54
・
52
に
関
わ
る
レ
セ
プ
ト
記
載

　
報
道
・
言
論
・
表
現
を
め
ぐ
る
会
の
自
由
、
結
社
の
自
由
、
知
る

の

45

バイバイ原発
3･7 きょうと

3月7日（土）17：45～※ シルクホール（京都産業会館8階）

3月7日（土）
円山公園

※雨天決行

●ひろば企画　12:00～ しだれ桜周辺
 脱原発フリーアクション

●メイン集会　13:30～ 円山野外音楽堂
 小出裕章さん、鈴木絹江さん、松田 正さん、制服向上委員会 ほか

●デ モ 出 発　14:45～
 円山公園～四条河原町～京都市役所前
主 催　バイバイ原発きょうと実行委員会
　　　☎075-212-5922　  info@nonukeskyoto.com

共 催　京都府保険医協会　京都府歯科保険医協会
　　　 バイバイ原発きょうと実行委員会

関連企画 小出裕章さん講演会 入場無料・先着700人

※時間が変更されています。ご注意下さい。
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滝
本
恒
雄
氏
（
享
年
92
、
右

京
）
11
月
6
日
ご
逝
去
。

　
1
9
7
3
年
か
ら
77
年
ま
で

理
事
。
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表

し
ま
す
。　

訃
　
報

ぜ
ひ
、ご
利
用
下
さ
い
！

　
協
会
は
専
門
家
対
応
に
よ
る

各
種
相
談
を
、
随
時
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
事
務
局
ま
で
お
申

込
み
下
さ
い
。
30
分
間
無
料
。

▽
法
律
▽
税
務
▽
雇
用
管
理
▽
建

築
▽
資
産
運
用
▽
廃
棄
物
処
理

※ 

複
数
人
体
制
の
中
か
ら
、
ご

希
望
の
方
を
お
選
び
い
た
だ

け
ま
す
。

※ 

先
生
の
ご
都
合
の
良
い
日
で

日
程
調
整
し
ま
す
。

※ 

相
談
は
無
料
（
た
だ
し
、
1

事
案
1
回
か
ぎ
り
）。
1
事

案
に
つ
き
、
1
回
の
無
料
相

談
を
超
え
て
の
ご
相
談
は
、

個
別
相
談
に
移
行
し
有
料
に

な
り
ま
す
。

各
種
相
談
の
ご
案
内

　
2
0
1
4
年
10
月
に
泉
南
ア

ス
ベ
ス
ト
国
賠
訴
訟
で
原
告
勝

訴
の
最
高
裁
判
決
が
確
定
し

た
。
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
で
は
初

め
て
国
の
規
制
権
限
不
行
使
の

責
任
を
認
め
た
画
期
的
な
内
容

で
あ
る
。

　
1
9
5
8
年
に
は
ア
ス
ベ
ス

ト
被
害
の
発
生
を
国
は
認
識
で

き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
局
所

排
気
装
置
の
設
置
を
義
務
付
け

る
な
ど
の
規
制
が
行
わ
れ
た
の

は
72
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
し

て
、
そ
の
間
の
規
制
不
行
使
の

責
任
を
認
定
し
た
。

　
今
回
の
最
高
裁
判
決
は
、
わ

が
国
で
初
め
て
ア
ス
ベ
ス
ト
被

害
に
対
す
る
国
の
責
任
を
認
め

た
判
決
で
あ
り
、
2
0
0
6
年

の
第
一
陣
の
訴
訟
以
来
多
く
の

困
難
の
中
で
勝
ち
取
ら
れ
た
貴

重
な
成
果
で
あ
る
と
い
え
る
。

　
す
で
に
18
人
の
原
告
が
死
亡

わ
か
っ
て
い
る
。
看
護
師
が
手

術
用
手
袋
の
タ
ル
ク
に
含
ま
れ

て
い
た
ア
ス
ベ
ス
ト
で
中
皮
腫

を
発
生
し
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

公
共
建
造
物
、震
災
後
の
が
れ

き
処
理
、
研
究
資
材
か
ら
の
暴

露
な
ど
、
実
態
が
明
ら
か
に

な
っ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。

　
今
年
は
、
最
大
の
被
害
職
種

と
言
わ
れ
る
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト

被
害
者
の
訴
訟
が
京
都
や
大
阪

で
結
審
・
判
決
を
迎
え
る
予
定

で
あ
る
。
改
め
て
署
名
へ
の
協

力
を
お
願
い
し
た
い
。

 

（
理
事
・
吉
中 

丈
志
）

※ 

同
封
の
署
名
用
紙
は
京
都
地

裁
向
け
と
大
阪
地
裁
向
け
の

2
種
類
あ
り
ま
す
。
両
方
に

ご
署
名
い
た
だ
き
返
信
用
封

筒
（
全
京
都
建
築
労
働
組
合

宛
）
で
ご
返
送
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

て
い
る
。ア
ス
ベ
ス
ト
の
被
害

は
広
範
に
及
ん
で
い
る
こ
と
が

　
協
会
の
名
誉
理
事
長
で
あ
っ
た
故
・
中
野
信
夫
氏
の
回
想
と
し
て
絵
本
『「
赤
紙
」っ
て
な

に
？
』（
ほ
む
ぎ
出
版
・
3
0
0
円
税
込
）
が
2
0
1
5
年
1
月
に
出
版
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、

1
9
7
7
年
に
出
版
さ
れ
た
同
氏
著
書
の
『
靖
国
街
道
』
の
挿
絵
を
も
と
に
絵
本
と
し
て
編

集
さ
れ
た
も
の
。
ご
息
女
の
中
野
圭
子
氏
が
編
集
を
担
当
さ
れ
て
い
る
。
会
員
各
位
に
1
冊
ず

つ
ご
提
供
い
た
だ
い
た
の
で
、
本
紙
に
同
封
し
た
。
中
野
圭
子
氏
か
ら
の
以
下
の
寄
稿
と
併
せ

て
、
ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
よ
り
多
く
の
若
い
世
代
に
戦
争
の
悲
惨
さ
を
知
っ
て

ほ
し
い
と
、
昨
年
『
靖
国
街
道
』
を
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
『
軍
医
殿
!
腹
を
や
ら
れ
ま
し
た
』（
か

も
が
わ
出
版
・
6
0
0
円
＋
税
）と
し
て
リ
ラ
イ
ト
も
さ
れ
て
い
る
。併
せ
て
ご
紹
介
し
た
い
。

　
保
険
医
協
会
の
理
事
会
で
、

と
な
り
に
座
っ
て
お
ら
れ
た
新

か
」
と
原
稿
を
持
っ
て
き
ま
し

た
。
6
時
間
ほ
ど
ぶ
っ
通
し
で

読
ん
で
、び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

　

小
学
生
の
こ
ろ
に
ゼ
ス

チ
ャ
ー
た
っ
ぷ
り
で
穴
を
掘
っ

て
隠
れ
た
話
な
ど
は
聞
い
て
い

ま
し
た
が
、
そ
れ
は
映
画
を
観

て
い
る
よ
う
で
面
白
か
っ
た

し
、
現
地
の
子
ど
も
の
ケ
ガ
の

手
当
て
な
ど
は
「
眼
科
や
の
に

す
ご
い
！
」
と
誇
ら
し
く
思
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
時
は
イ
ン

パ
ー
ル
の
悲
惨
な
状
況
な
ど
出

て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。『
靖
国

街
道
』
の
原
稿
を
読
み
終
え
た

と
き
、「
子
ど
も
た
ち
に
戦
争

を
さ
せ
て
は
い
け
な
い
」
と
強

く
思
い
ま
し
た
。

　
昨
年
は
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
開

始
70
周
年
。『
靖
国
街
道
』
を

読
み
返
し
『
軍
医
殿
！
腹
を
や

ら
れ
ま
し
た
』
に
リ
ラ
イ
ト
し

ま
し
た
が
、「
今
ど
き
の
若
者

は
文
字
離
れ
が
進
ん
で
い
る
か

ら
…
」
と
言
わ
れ
、
今
回
こ
の

『「
赤
紙
」っ
て
な
に
』
を
つ
く

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
父
が
絵
日

記
と
し
て
綴
っ
て
い
た
も
の
を

下
敷
き
に
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
絵
本
と
同
じ
内
容
を

語
っ
て
い
る
映
像
も
最
近
見
つ

か
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
の
父

は
、
淡
々
と
撮
影
し
て
い
る
孫

に
語
り
か
け
て
い
ま
す
。「
百

ま
で
生
き
よ
う
会
」
の
会
長
を

自
負
し
て
い
た
父
は
、
近
く
に

住
む
妹
の
家
族
に
支
え
ら
れ
大

往
生
し
ま
し
た
。

　
そ
の
1
年
余
り
前
に
、
保
険

医
協
会
設
立
当
時
か
ら
、
ず
っ

と
二
人
三
脚
だ
っ
た
小
井
実
さ

ん
か
ら
「
よ
そ
の
お
年
寄
り
の

世
話
も
え
え
け
ど
、
オ
ヤ
ジ
の

世
話
も
せ
ん
と
…
」
と
言
わ

れ
、
私
は
職
を
辞
し
週
3
日
、

父
の
そ
ば
で
過
ご
し
ま
し
た
。

そ
の
父
と
の
時
間
は
私
の
宝
物

と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
こ
に
父
を
お
支
え
下
さ
っ

た
多
く
の
皆
さ
ま
に
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
長
い
年
月
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
2
0
1
5
年
1
月

中
野 

圭
子

し
、
多
く
の
原
告

が
、
生
存
し
て
い

て
も
寝
た
き
り
で

あ
っ
た
り
、
在
宅

酸
素
療
法
な
ど
、

困
難
な
状
況
に
置

か
れ
て
い
る
。

「
い
の
ち
あ
る
内

に
解
決
を
」
と
い

う
の
は
原
告
の
切

実
な
願
い
と
な
っ

井
多
聞
先
生
が
「
中
野
先
生
！

え
ら
い
目
が
黄
色
い
で
す
な
」

と
下
眼
瞼
を
指
で
押
し
下
げ
ら

れ
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
そ
の

席
か
ら
四
条
病
院
（
当
時
の
院

長
が
中
野
進
）
へ
直
行
。
2
カ

月
の
安
静
を
命
じ
ら
れ
ま
し

た
。
が
、
入
院
は
1
カ
月
と
も

た
ず
自
宅
療
養
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
療
養
中
に
堰
を
切
っ
た

よ
う
に
書
き
出
し
た
の
が
『
靖

国
街
道
』（
1
9
7
7
年
初
版
）

で
す
。
元
気
に
な
っ
た
あ
る

日
、「
圭
子
、
こ
れ
読
ん
で
み
ん

た
。「
徳
島
大
で
人
体
実
験

－

精
神
科
80
人
に
Ｃ
Ｓ
　2
注
射
」

（
毎
日
1
面
）
と
い
う
見
出
し

で
あ
る
。
昭
和
20
年
代
末
か
ら

同
30
年
代
に
か
け
て
、
徳
島
大

学
医
学
部
精
神
神
経
科
が
鳴
門

市
内
の
民
間
の
精
神
病
院
で

造
過
程
で
出
る
Ｃ
Ｓ
　2
が
原
因

で
は
な
い
か
と
考
え
た
が
、
工

場
側
は
『
Ｃ
Ｓ
　2
は
20p
p
m

以
下
な
の
で
精
神
病
の
原
因
で

は
な
い
』
と
主
張
し
た
。
こ
の

た
め
、
元
教
授
は
原
因
を
は
っ

き
り
さ
せ
た
い
、
と
し
て
精
神

隠
さ
れ
た
歴
史

吉中 丈志（中京西部）

見つめ直そうつめ直そう

8

行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
「
昭
和
22
、
23
年
ご
ろ
徳
島

市
内
の
レ
ー
ヨ
ン
工
場
（
日
清

紡
、
東
亜
合
成
化
学
、
東
邦

レ
ー
ヨ
ン
：
筆
者
）
で
精
神
病

患
者
が
多
発
、（
同
精
神
神
経

科
の
）
元
教
授
は
レ
ー
ヨ
ン
製

測
定
し
た
。
い
ず
れ
も
Ｃ
Ｓ
　2

の
急
性
、
亜
急
性
中
毒
、
つ
ま

り
実
験
的
に
精
神
病
を
起
こ
さ

せ
た
」。（
日
経
）
ほ
と
ん
ど
の

患
者
が
頭
痛
、
食
思
不
振
、
不

眠
、
吐
き
気
、
顔
面
蒼
白
な
ど

を
訴
え
た
と
記
録
さ
れ
て
い

る
。
Ｃ
Ｓ
　2
に
よ
り
精
神
症
状

の
悪
化
、
再
燃
が
観
察
で
き
、

注
射
量
に
比
例
す
る
と
考
察
し

て
い
る
（
四
国
医
学
雑
誌
第
五

巻
46
号
な
ど
）。
患
者
に
は
人

体
実
験
で
あ
る
こ
と
や
注
射
の

中
身
に
つ
い
て
説
明
を
し
な

か
っ
た
と
い
う
。

　
二
人
の
助
手
は
こ
の
実
験
を

も
と
に
し
た
論
文
で
博
士
号
を

取
得
し
、
当
時
そ
れ
ぞ
れ
公
立

病
院
な
ら
び
に
民
間
病
院
の
院

長
職
に
あ
っ
た
（
朝
日
）。

　
二
硫
化
炭
素
中
毒
症
の
研
究

に
人
体
実
験
と
い
う
暗
い
歴
史

が
あ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
知
ら

れ
て
い
な
い
。
急
性
期
、
亜
急

性
期
に
中
枢
神
経
系
の
症
状
が

目
立
つ
こ
と
は
戦
前
か
ら
知
ら

れ
て
い
た
。
症
状
が
統
合
失
調

な
ど
の
精
神
科
疾
患
と
重
な
る

部
分
も
少
な
く
な
く
両
者
の
関

連
が
注
目
さ
れ
て
い
た
の
だ

が
、
こ
れ
を
確
か
め
る
た
め
に

精
神
科
の
患
者
に
二
硫
化
炭
素

を
投
与
し
て
症
状
の
経
過
と
血

中
濃
度
の
推
移
な
ど
を
調
べ
る

人
体
実
験
が
行
わ
れ
て
い
た
の

で
あ
る
。

　
1
9
8
3
年
に
毎
日
、
日
経

（
同
年
6
月
23
日
）、
朝
日
（
同

年
6
月
24
日
）
の
各
紙
が
大
き

く
報
道
し
て
明
ら
か
に
な
っ

　
事
態
を
重
く
見
た
文
部
省
は

徳
島
大
学
に
事
実
関
係
の
報
告

を
求
め
、
医
学
部
は
調
査
委
員

会
を
設
置
し
て
い
る
。
当
時
の

関
係
者
は
弁
解
の
余
地
は
な
い

と
事
実
を
認
め
た
と
報
じ
ら
れ

た
。
元
教
授
は
「
今
、
思
え
ば

人
体
実
験
は
悪
い
こ
と
だ
と
反

省
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の

と
き
は
原
因
究
明
の
た
め
に

や
っ
た
こ
と
で
、
ま
た
コ
ソ
コ

ソ
や
っ
た
わ
け
で
も
な
い
。
旧

満
州
の
7
3
1
部
隊
は
戦
争
遂

行
の
た
め
に
行
っ
た
」
と
毎
日

新
聞
に
述
べ
て
い
る
。

　
こ
ん
な
歴
史
が
あ
る
た
め
、

私
が
診
た
患
者
か
ら
「
自
分
た

ち
も
人
体
実
験
さ
れ
た
に
等
し

い
」
と
い
う
声
が
期
せ
ず
し
て

起
き
た
の
で
あ
っ
た
。

病
患
者
に
Ｃ
Ｓ
　2
を
注
射
す
る

人
体
実
験
を
計
画
」（
毎
日
）

し
た
と
い
う
経
緯
だ
。

　
助
手
2
人
が
精
神
病
院
の
院

長
に
趣
旨
を
説
明
し
て
実
施
し

て
い
る
。

　
内
容
は
こ
う
だ
。「
対
象
者

は
精
神
障
害
の

症
状
が
重
症
か

ら
軽
度
、
ほ
と

ん
ど
治
っ
た
者

と
さ
ま
ざ
ま
。

あ
る
助
手
は
81
人
に
純
粋
の
Ｃ

Ｓ
　2
を
最
高
5
㏄
筋
肉
注
射
、

時
間
刻
み
で
頻
繁
に
採
血
。
別

の
助
手
も
34
人
に
対
し
て
純

粋
、
ま
た
は
オ
リ
ー
ブ
油
に
50

％
溶
か
し
た
Ｃ
Ｓ
　2
を
最
高
5

㏄
、
8
回
注
射
。
同
じ
よ
う
に

血
中
、
尿
中
の
Ｃ
Ｓ
　2
濃
度
を

「赤紙」ってなに？
故・中野信夫氏の従軍記が絵本に

京
都
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
に
対
す
る
署
名
と
支
援
を

て
も
寝
た
き
り
で

あ
っ
た
り
、
在
宅

酸
素
療
法
な
ど
、

困
難
な
状
況
に
置

か
れ
て
い
る
。

「
い
の
ち
あ
る
内

に
解
決
を
」
と
い

う
の
は
原
告
の
切

大丈夫？大丈夫？大丈夫？大丈夫？大丈夫？大丈夫？大丈夫？あなたは

私は

日用品にもア
スベスト

日本では、こ
れまで1000

万トンを超え
るアスベスト

が輸

入され、300
0種類（そのう

ち日用品は約
600製品）も

の用

途に使用され
てきました。

学校教員や看
護師、鉄道・

運送

関係の労働者
、文具店主な

ど、一見アス
ベストとは何

の関

係もなさそう
な人もアスベ

ストの病気を
発症していま

す。

アスベストは身
近な問題

アスベストは身
近な問題

アスベストは身
近な問題

アスベストは身
近な問題

アスベストの
約8割は建設

資材(建材)に
使われて

アスベストの
約8割は建設

資材(建材)に
使われて

アスベストの
約8割は建設

資材(建材)に
使われて

アスベストの
約8割は建設

資材(建材)に
使われて

いました。ア
スベストの製

造・使用はす
でに禁止さ

いました。ア
スベストの製

造・使用はす
でに禁止さ

いました。ア
スベストの製

造・使用はす
でに禁止さ

いました。ア
スベストの製

造・使用はす
でに禁止さ

れていますが
、アスベスト

が使われてい
る可能性の

ある建物は全
国でおよそ2

80万棟ありま
す。今後、

建物の解体(2
030年代にピ

ーク)や大規模
地震によ

る建物の倒壊
で、解体作業

者や周辺住民
などに新

に
解
決
を
」
と
い

る建物の倒壊
で、解体作業

者や周辺住民
などに新

に
解
決
を
」
と
い

たなアスベス
ト被害のおそ

れがあると言
われていまか
れ
て
い
る
。

たなアスベス
ト被害のおそ

れがあると言
われていまか
れ
て
い
る
。

「
い
の
ち
あ
る
内

たなアスベス
ト被害のおそ

れがあると言
われていま「

い
の
ち
あ
る
内

に
解
決
を
」
と
い

たなアスベス
ト被害のおそ

れがあると言
われていまに

解
決
を
」
と
い

す。アスベスト
被害の根絶は

、国民みんなの
課題です。か
れ
て
い
る
。

す。アスベスト
被害の根絶は

、国民みんなの
課題です。か
れ
て
い
る
。

「
い
の
ち
あ
る
内

す。アスベスト
被害の根絶は

、国民みんなの
課題です。「

い
の
ち
あ
る
内

に
解
決
を
」
と
い

す。アスベスト
被害の根絶は

、国民みんなの
課題です。に

解
決
を
」
と
い

史上最大の労
災・公害

中皮腫の多く
は職業性のア

スベストばく
露が原

因ですが、家
庭や環境ばく

露によることも
ありま

す。また、ア
スベストは吸

い込んでから
長い潜

伏期間を経て
、中皮腫・肺

がん・石綿肺
などの

伏期間を経て
、中皮腫・肺

がん・石綿肺
などの

伏期間を経て
、中皮腫・肺

がん・石綿肺
などの

伏期間を経て
、中皮腫・肺

がん・石綿肺
などの

病気を引き起
こすことから

、「静かな時限
爆弾」

病気を引き起
こすことから

、「静かな時限
爆弾」

病気を引き起
こすことから

、「静かな時限
爆弾」

病気を引き起
こすことから

、「静かな時限
爆弾」

と呼ばれます
。史上最大の

労災・公害と
呼ばれ

と呼ばれます
。史上最大の

労災・公害と
呼ばれ

と呼ばれます
。史上最大の

労災・公害と
呼ばれ

と呼ばれます
。史上最大の

労災・公害と
呼ばれ

るアスベスト被
害は、あなたに

とっても身近
な問

るアスベスト被
害は、あなたに

とっても身近
な問

るアスベスト被
害は、あなたに

とっても身近
な問

るアスベスト被
害は、あなたに

とっても身近
な問

題です。

困
難
な
状
況
に
置

題です。

困
難
な
状
況
に
置

アスベストアスベストアスベストアスベストアスベストアスベストアスベストアスベストアスベストアスベストアスベストははは
「静かな時限

爆弾」時限爆弾」時限爆弾」時限爆弾」時限爆弾」時限爆弾」時限爆弾」時限爆弾」時限爆弾」時限爆弾」時限爆弾」時限爆弾」

アスベス
ト被害の

根絶は、
あなたに

も関わる
課題です

アスベス
ト被害の

根絶は、
あなたに

も関わる
課題です

アスベス
ト被害の

根絶は、
あなたに

も関わる
課題です

アスベス
ト被害の

根絶は、
あなたに

も関わる
課題です

て
も
寝
た
き
り
で

て
も
寝
た
き
り
で

て
も
寝
た
き
り
で

か
れ
て
い
る
。

か
れ
て
い
る
。

困
難
な
状
況
に
置

困
難
な
状
況
に
置

困
難
な
状
況
に
置

困
難
な
状
況
に
置

困
難
な
状
況
に
置

困
難
な
状
況
に
置

ブレーキ部分

こんな製品に
も使われてい

ました

掃除機

ベビーパウダ
ー

冷蔵庫
ドライヤー

ほかにも、オ
ーブントース

ター、アイロ
ン、自転車、

ミシン、こた
つ、電気コン

ロ、マーキン
グ材（石筆）、

ゴム手袋 など

ほかにも、オ
ーブントース

ター、アイロ
ン、自転車、

ミシン、こた
つ、電気コン

ロ、マーキン
グ材（石筆）、

ゴム手袋 など

ほかにも、オ
ーブントース

ター、アイロ
ン、自転車、

ミシン、こた
つ、電気コン

ロ、マーキン
グ材（石筆）、

ゴム手袋 など

ほかにも、オ
ーブントース

ター、アイロ
ン、自転車、

ミシン、こた
つ、電気コン

ロ、マーキン
グ材（石筆）、

ゴム手袋 など

こんな職業で
健康被害 設業(大工、電

気、水道、解体
など )、歯科技

工士、パン職人
、自動車修理、

倉庫・港湾荷
役業、ボイラ

ーなど

設業(大工、電
気、水道、解体

など )、歯科技
工士、パン職人

、自動車修理、
倉庫・港湾荷

役業、ボイラ
ーなど

設業(大工、電
気、水道、解体

など )、歯科技
工士、パン職人

、自動車修理、
倉庫・港湾荷

役業、ボイラ
ーなど

設業(大工、電
気、水道、解体

など )、歯科技
工士、パン職人

、自動車修理、
倉庫・港湾荷

役業、ボイラ
ーなど

（石綿）アスベスト（石綿）アスベスト

酸
素
療
法
な
ど
、

困
難
な
状
況
に
置

か
れ
て
い
る
。

「
い
の
ち
あ
る
内

に
解
決
を
」
と
い

現在と未来の
アスベスト被

害の救済と根
絶のために困
難
な
状
況
に
置

現在と未来の
アスベスト被

害の救済と根
絶のために困
難
な
状
況
に
置

か
れ
て
い
る
。

現在と未来の
アスベスト被

害の救済と根
絶のためにか

れ
て
い
る
。

「
い
の
ち
あ
る
内

現在と未来の
アスベスト被

害の救済と根
絶のために

「
い
の
ち
あ
る
内

に
解
決
を
」
と
い

現在と未来の
アスベスト被

害の救済と根
絶のためにに

解
決
を
」
と
い

て
も
寝
た
き
り
で

あ
っ
た
り
、
在
宅

酸
素
療
法
な
ど
、

困
難
な
状
況
に
置

か
れ
て
い
る
。

「
い
の
ち
あ
る
内

に
解
決
を
」
と
い

う
の
は
原
告
の
切

て
も
寝
た
き
り
で

あ
っ
た
り
、
在
宅

酸
素
療
法
な
ど
、

困
難
な
状
況
に
置

か
れ
て
い
る
。

「
い
の
ち
あ
る
内

に
解
決
を
」
と
い

う
の
は
原
告
の
切

て
も
寝
た
き
り
で

て
も
寝
た
き
り
で復 刻 増 補

新刊! 医師たちの
ヒロシマ

は
広
範
に
及
ん
で
い
る
こ
と
が

新刊! 医師たちの医師たちの

原爆災害調査の記録
　　　　　 そして今

核戦争防止・
核兵器廃絶を
訴える京都医
師の会 編

四六判・美装カバー
302ページ
本体2000円＋税

ご注文は京都府保険医協会まで!

本紙同封の
署名用紙チラシ

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト『
軍
医
殿
!
腹
を
や
ら
れ
ま
し
た
』（
上
）と

本
紙
に
同
封
し
た
絵
本『「
赤
紙
」っ
て
な
に
？
』

子
ど
も
た
ち
を
戦
争
に
行
か
せ
な
い
!! 

思
い
強
く

読んで
みて下さい
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